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地域支配 と開発権カ
ー

千葉テ
ー ゼ を中心 に

一

森 重雄 （電気通信大学）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　皿

社会学的 シ ス テ ム 論風 に 言えば、国家とは 特殊近

代 的政治 シ ス テ ム に ほ か な ら ず （ル
ー

マ ン

1965＝1989 ：20−5，42f．）、そ れ は 「ネ イ シ ョ ン ・ビル

デ ィ ン グ亅とい う、国家 ・国民 ・民 族を、三 重映 し

の 同 期性 に お い て生 成す る集合体 編 制過 程 の 、権

力機 構 面で の
一
帰結 で あ る。

　本発表 の 目的は 、こ の 国 に お けるネイ シ ョ ン ・

ビ ル ディ ン グ過程 の 権力；行政面 で の 実質を、「地

域支配1一行政権力 の 自称で は 「地方制度1すなわ

ち共 同体＝ 自然村破壊 （図 1 ）
一

に求め、国 家とい

う権力 の モ ダニ テ ィ 形 式 （福 田 1970 ：53，マ イ ヤー

1930 ／50＝ 1982 ；ウ ェ
ーバ ー 1919 −20／24＝ 1955 ：215f

f．1が 確 立す る さい に果 た した、モ ダ ニ テ ィ と して

の 教育の 〈エ
ー

トル 〉 （森 1998 ；1999ab；2000ab）の

媒介 をあ とづ け る こ とに ある。
　 とこ ろ で、こ の 検 討 は、定 性 的 に は、す で に法

社会学者 ・千葉 （1962）に よ っ て と うの 昔 に あ らか

た お こ な わ れ て お り
一

こ れ が 副題 に あ る 「千葉テ

ーゼ 」の 意味で あ る一本 発 表 は こ の 「千 葉テ ーゼ 」

を定 量 的 に 追試 す る位 置 に あ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 凰

　 ネ イ シ ョ ン ・ビル デ ィ ン グ とい うモ ダ ニ テ ィ 過

程 の
一

環 をな す 地域支配 制 度 は、国家機 構 の 胎 児

で あ る発 足 当初 の 明治 政 権 に よ り発 せ られ た、明

治元 （1868）年 旧暦閏 4 月 21 日の 『政体書』に もと

つ く、府 藩 県 三 治 制 にお け る、府 県 の 開 設 を もっ

て は じま る。
　 こ の 府県 と は 、要す る に 、明治 政 権に た い し て

不 透明 な 自足 的 「ロ
ーカ ル 」 を、明 治 政 権の 権力

が お よぶ 透明 で 区 画 的 な 「プ ロ ビ ン ス J に 変 換す

るた め の 橋 頭 堡で あ っ た。しか し、9 府 20 県 とい

うプ ロ ビ ン ス にた い す る 273 藩 とい うロ
ーカル の

存在は、発 足 当初 の 明治 政 権が、集合体単位 で 言

えば、こ の 島群の 範図の 9．6％しか 透明化すなわ ち

行 政 ＝ 権 力 的 に掌 握 して い な い こ とを示 して い た。
　 こ の 状況 の な か 、 明 治 2 （1869）年 2 月 5 日の 『諸

府県 施政順序』 で 、明治政権 は政府直轄 地 の 府県

にた い して 「小学 校 ヲ設 クル 事 亅を要 求す る 。

　つ ま り、ロ
ー

カ ル で あ る 藩 とは 異な る府 県 と い

うプ ロ ビ ン ス の 特徴の
一

つ を、「小 学校」な る もの

　 r − トル

の 存 在 に 求 め た わ けで あ る。しか し こ の 時 点 で

は、藩 に 簇 生 す る寺子 屋 や 藩 校 と府県 の 「小 学校」

との 種 別 性 は 、ま っ た く不 明 瞭 で あ っ た 。

　 明治 2 （1869 ）年 6 月 17 日 に．版 籍奉還 が 実行 さ

れ、こ の 島群は、名義的に は、明治政権 の 「国土」

と な っ た。その こ明治 4 （1871）年布告の 『戸籍法』

さ ら に 7 月 14 日 の 「廃藩置 県 」の 決 行 に よ っ て、
「国土」と して の こ の 島群の 透明化、すなわ ち実質

的 なプ ロ ビン ス 化、岩 手県 権令・島 惟 精の 大隈 重

信 宛 書 簡 に あ ら わ れ る表 現 で は 「王 化 」（大 島

1994：50＞の 方向 が 、行政＝権力 の 権源 であ る主 権

確立 の 原 因 な らび に結果 として追求 され て ゆ く。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 画

　 小 学校 を 中心 とす る f学政」を統 括す る 中央機

関 と して の 「大 学Jの 設置は、す で に明 治 3 （1870）
年 2 月 に 定 め られ て い た。し か し こ の 「大学 j は 、
皇学者 と漢学者 の 抗争で 学政機関の 役割をお よ

そ は たせ ず、「ま るで潰ぶ れ て、喧 嘩 の 為 に潰 ぶ

れ て 仕舞1い （加 藤 1922：416）、あげ く明治 4（1871）

年 7 月 18H 、「大学 ヲ廃 シ 文 部省 ヲ 被設 立 候事」

とい う、太政官布告第 351 号が発 せ られ る。

　 とこ ろ が こ こ に、行政 と学 政 との ね じれ、二 重

権 力 状態 の 端 緒が構 築 され る 。
こ れ は明 治政 権 の

布告 レベ ル で は 、一方で 既述 の 『諸府県施政順序』

で 小 学校 設置機 関 と した 府県規定 を失効 させ る

か た ちで明 治 4 （1871 ）年 11 月 25 目に 「諸府県学

校 ノ儀ハ 自今総テ 文部省管轄二 被仰付候条諸事

同 省 ノ差図 ヲ 受ケ可 取計事」 と しなが ら、他方で

2 日後の 『県治 条 例』で は、地方 官 （府 知 事 県令 〉

の 職務権 限 に 「人 民 ノ 教育 」を あげて い る こ と に

示 され る。そ して明 治 5 （1872）年 『学制 着 手 順 序』

な らび に 『学制』は、こ の 学 政にお け るね じれ、
二 重権 力 状態を さ らに 増幅 した。

　 まず 6 月 24 日 の 『学制着手順序』 で は 第 1 条

に 「厚 クカ ヲ 小 学校 二 可 用事」、第 8 条に 「凡 諸学

校 ヲ設 クル ニ 新築営繕 ノ 如 キ ハ 務テ 完全 ナ ル ヲ

期 ス ル 事 1と、い わ ゆ る 「校 舎完 全 主 義 」（喜 多

1986）が、府 県 に た い して 指 定 され る 。 しか し府

県は こ れ で は 何 を 建 造すれ ば よ い の か が 判断 で

き ず 、
「地方 の 催 促 」（石 戸 谷 1967：10） をま ね き、

こ れ は 『明治六 年文 部省制定学校建図」（図 2 ）の

配布 にまで連なっ て ゆ く。そ して こ の 『建築 図』

は 、法服姿の 後醍醐の 「異形 」（網 野 1993）な らぬ、
仏教的禁忌 を破 り 四 足 獣 の 肉 を食 らう洋装（ρ睦

仁 の 西 洋性 と呼応す る 「異形 」な の で あ っ た 。
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　 つ ぎ に 『学 制 』は、明 治 5 （1872）年 8 月 3 日文

部省布 達 第 13 号 の 別 冊 で あ り、布 達 の 主 文 は 「今

般 被仰 出候 旨モ 有 之 教育之 儀 ハ 自今 尚又 厚 ク 御 手

入 可 有 之盧 従来 府 県 二 於 テ 取 設 候 学 校
一

途 ナ ラス

加 之 其 内不 都 合 ノ儀モ 不 少 依テ
ー

旦 悉令 廃止 今般

定メ ラ レ タ ル 学制 二 循 ヒ 其主意 ヲ 汲 ミ更二 学校設

立 可致候事」と、学制に か なっ た 学校 を新設す るた

め に、原則的 に在 来 の 学 校 の 廃止 を命 じて い た 。

　 こ の 学制 に か な っ た （小）学校 の 雛型 もま た例 の

『建築図』 に ゆ きつ くの で あ るが、別 冊 『学制』
に は、地域支配 にか か わ る も っ と深 刻 な 問題 が は

らまれ て い た 。
「学区 」（小 学 区）の 設置要求 で あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 V
　明治 政権の 地域支配 、マ ク ロ

・
ロ
ーカ ル で あ る藩

解体 後の メ ゾ ・ロ
ーカ ル で あ る 自然村共 同 体の あ

く な き プ ロ ビ ン ス 化 と い う 「権力 の 意思」（千 葉

1962 ：152，161f．，352）は、す で に 『戸籍 法 』 に よ る

「戸籍 区」ない し は 「大区小 区制」の 実施 に 示されて

い た。こ の 結 果、明治 ll（1878）年 段 階で は 、全 国

に 大区が 907、小 区が 7，699 あ っ た とされ る。と こ

ろ が こ れ に た い して 、 『学制 』に よれ ば、f学 区」

は 全 国 に 5 万 前後 （正 確 に は 53，760 な い し

47，040＞設 け られ な けれ ばな らなか っ た の で あ る 。

　中央官庁 で あ る 文 部省 の こ の 指令 に 、中央官庁

に そ くせ ば局 長以 下 の 地 位 で し か な い 地 方 官 は 、
さ っ そ く 「学 区」の 編 成方針 に 伺 い を な し、そ の 結

果 、 『学制』頒布 の 半年 後、明 治 6 （1873 ）年 2 月

9 日文部省布 達第 13号で 、1 小 学区 は 人 口 約 600

人 を も つ て 編 成 され るぺ き こ と が 規 定 され た。学

制期 の 学区規模平均 は 、少 な くと も公 的 資料 に よ

る か ぎ り、こ の 規定を遵守 し て い る （図 3 ）。
　 とこ ろで こ の 時期、自然村解体＝ 行政村構築 とい

うか た ち で地 域 の 透明化 を め ざす 明 治 政 権 も、そ

の た め の 「権力の 逆 透明化 」とで も形容 され るべ き

行政 コ ス トの 過 重状況 に逢着 しで い た。メ ゾ レベ

ル に ま で ゆき つ い た 権力 の 透明化 作 業 に よっ て 、
か え っ て 地 域 の 瑣 末な特殊 的睡案事項が 、権力中

枢（太 政官）に 逆流 して くる とい う問題で あ る。
　 こ の 問題 の 解決の 嚆矢は、明治 9 （1876）年 10月
17 日太 政 官布 告 第 130 号 『各 区町 村金穀 公 借 共 有

物 取 扱土 木 起 功 規則』で あ り、これ は 自然 村共 同

体 の 法 的 承 認 を意味 した 。 そ の こ こ の 政 策線で 、
明治 il（1878）年 の い わ ゆる地 方三 新法 （『郡 区町 村

編成法』 『府県会規則』 『地方税規則 』）な らび に

明治 13 （1880）年 の 『区 町村会 法』が制 定 され 、メ

ゾ・ロ
ー

カル と し て の 自然村が 法認され る。
　 しか し二 の 法認 は、明治政権 の 権力 の 意思 か ら

す れ ば、一時 的 で 便 宜的 な 譲歩 に ほか な らなか っ

た。こ こ にお よび、地城 支 配 政 策一般 に ね じれ を

もちこ ん だ学政、二 重権力の うちの 攪 乱 的 な権力

の ほ うが、こ の 権力 の 意思の 貫徹に 加 担 して ゆく，

　 自然 村 共 同体 を町 村 と し て 法 認 し た 地方三 新

法 の 翌 年 の 明治 12 （1879 ）年、『学制 』は 廃止 され、
『教 育令』の 時代 をむ か え る。こ の とき三 新法 に

呼 応す る か た ち で 「学 区 」は 廃 止 され る。っ ま り

（小 ）学校設置機関 は 自然村に ゆ だね られ る。

　 とこ ろが その こ学 政 は 独 自の 動 きを みせ る。と

い うの も、学政 レ ベ ル で は 、『教育令』 下 の 「教

育 事 業 ノ 頽弛 ノ 状］に よ り 「之 力 救済上 改正 ノ 必

要亅（黒 田・±
’
館 1906 ：39）が生 じ 、 明治 14（1881）

年 1 月 29 日に文 部省 布 達第 1号 「小学 校 設置 ノ 区

域并校数指示方心得亅お よび第 3号 「就学督責規則

起草心 得」を発 し、「学区 」 の 復 活 な らび に地 方 官

の 就学督促 の 権限確認をお こ なうの で ある。そ し

て 明 治 15年 11月 21 日か ら 12 月 15 日に わ た る

『文 部省 示 諭』に よ り、（小 ）学 校の 基 準建 築 の 確

認 と 「学 区亅の 「聯 区」化 の 推 進 をは か る （図 3 ）。
　 こ の とぎ、『示 諭』にお い て い か に 「素朴Mr堅牢」

が讙 われ て い よ うと も、（小 ）学校 が 「異 形」で あ る

こ とに 変わ りは なか っ た。そ れ ゆ え こ の ま っ た く

新 しい 建 築 物 の 建 造 は、区町 村 費 を圧 迫 す る こ と

に なる （図 4 ）。
’
こ こ に 、「聯 凶 つ ま り自然村共同

体 の 「学校組合」と して の 事実上 の 合併 が や む な

くすすんで ゆ くこ とに な る。
　 こ こ に は パ ラ ドッ ク ス が あ る。自然 村 共 同体 の

行政町村 と して の 法 認 の
一

環 と して 、学政は洋 風

の 近 代学 校装置 で あ る （小）学校 の 設置 を課 し た。
しか し行政町村（自然村）は 独 自に は こ の 「プ ラ ン

ト」を建 造 す る こ と が 財 政上 か な わ ない 。そ こ で

聯 区亅をな し て こ れ を建 造せ ざる を え ない。そ し

て こ れは 、行政村 と して の 自然村共 同体の 「武装

解除」が学政平面 上で なされ た こ とを意味する。
　 じ っ さい こ の 時 期 か ら 「学 区 」数 の 減少・「学区 」

あ た り人 口 の 増加 ・「学 区 」あた り 町村数 の 増 加

（図 5 ・6 ・7 ）が み て とれ る。とい うこ とは、つ ま

り山 県有朋 が明 治 21（1888）年 4月 17 日 「市制及 町

村制」で お こ な っ た 行政盛権力平面 上 で の 自然村

解体・行 政村構 築 とい う、明治 政権 に とっ て の 「国

土 」の 透明化すなわ ち 地域支配 は 、学政平面で す

で に あ らか た達 成 され てい た、とい うこ とを意味

す る 。 言 い か えれ ば、学政 平 面 に 固有 の 「異 形 」の

プラ ン トた る （小 ）学校建設 の 要 求、学政に よ っ て

あ らわれ た教育の 〈エ
ートル 〉、こ の 意味で の 学政

的開発 権力 が 、明治政権の 地 域支配 政策の
一
翼を

に な っ た。っ ま り、学政の ね じれ とい う屈折 をっ

う じて こ そ 、自然 村 解体・行 政村構 築 とい う地域

支配 をめ ざす 権力 の 意思 は、そ の 権 力 線を直進 さ

せ る こ とが で きた の で ある （図 8 ）。
＊ 本 報 告 は 平 成 11・12 年 度文 部 省科学研 究 費補助

金 「ネイ シ ョ ン ・ビ ル デ ィ ン グの 社 会 過 程 に 関 す

る研 究 J（課題 番 号 1160170 ）に も とつ い て い る。
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